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１．研究計画の概要 

本研究は、絶滅危惧種でありながら食用と
して利用されているヤシガニの遺伝的多様
性の保全に配慮した増養殖技術（ヤシガニ牧
場）を確立する基礎として、(1) 幼生の行動
特性の解明に基づいた種苗生産技術を開発
するとともに、(2) 琉球列島における遺伝的
集団構造の解明を目的としている。 

 
２．研究の進捗状況 
(1) 種苗生産技術の開発 
抱卵雌の養成方法を確立し、卵発生段階の

定量化によって、ふ化時期の予測が可能にな
った。幼生の走光性を光量（ 0 ～ 310 
μmol/s/m2）・波長別（400～660 nm）に調査
した結果、ゾエアでは 3.1 μmol/s/m2以上、
600 nm以下で強い正の走性を示し、光照射に
よって浮遊性を確保することが可能であっ
た。メガロパでは、正の走性はゾエアに比較
すると弱くなった。また、幼生の生残と発育
に対する適正な照明時間は、12～18 時間で
あることが判明した。 
 ヤシガニはメガロパで上陸する。そこで、
湿度の高低、宿貝の有無、基盤（隠れ家）の
有無を組み合わせた区を設定し、メガロパの
上陸行動と脱皮・生残状況を調べたところ、
上陸率および生残率は高湿度で宿貝および
基盤を与えた区で高い値を示した。また、上
陸時期が生残に及ぼす影響を調査した結果、
貝殻に入り歩行可能になった段階で上陸さ
せた場合に生残率が安定した。湿度を高く保
ち、宿貝と基盤を入れた小型～大型容器で 20
～100 尾の個体を 6 カ月飼育した結果、生残
率は 30～40％を示し、大量飼育の足がかり
が得られた。 
 

(2) 遺伝的集団構造の解明 
 希少種であることから、遺伝子分析用のサ
ンプルは、生きた個体の第 4 歩脚を自切させ
て得た。日本産として、与那国島、鳩間島、
石垣島、宮古島、沖縄本島、北大東島、与論
島の 7 カ所、海外産としてインドネシア、グ
アム、パラオの 3 カ所、計 10 カ所からサン
プルを採集した。遺伝マーカーにはmtDNA
のCOⅠ領域および 16S rRNA領域の塩基配
列を用い、遺伝的変異性と集団構造を推定し
た。その結果、遺伝的変異性は沖縄本島や宮
古島のサンプルで低い傾向にあったが、その
他のサンプルでは高い傾向がみられた。遺伝
的分化の程度を示すglobal FSTは、COⅠ領域
では 0.01 で小さく、16S rRNA領域では 0.17
で大きい値を示した。しかし、どちらの遺伝
マーカーでも、サンプル採集場所独自のハプ
ロタイプがグループを形成しないことから、
遺伝的分化の程度は小さいことが示唆され
た。 
 
３．現在までの達成度 
②概ね順調に進展している。 
(理由) 
 ゾエアとメガロパ幼生の適正飼育環境が
概ね判明し、稚ガニまでの大量飼育の足がか
りが得られた。また、海外産サンプルも含め
たヤシガニの遺伝的変異性と集団構造が推
定され、遺伝的多様性の保全に配慮した増養
殖技術の開発に向けた基礎的知見が得られ
つつある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 種苗生産技術の開発 
ゾエア幼生の生残と発育に及ぼす光周期

の影響については、脱皮回数に及ぼす影響が



未解明であるため、引き続き飼育実験を実施
するとともに、大型水槽（100L）を用いた大
量飼育を行い、これまでに解明した適正飼育
条件の有用性を確認する。 
 
(2) 遺伝的集団構造の解明 
 遺伝子分析を実施していないサンプルが
あることから、引き続き分析と解析を進め、
ヤシガニの遺伝的多様性と集団構造を明ら
かにする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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